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1. 研究背景・目的 

 近年、あらゆるモノがインターネットにつな

がる Internet of Things (以下: IoT) が広まって

いる。一方で、最も身近なモノの一つである紙

については、社会の IoT化から取り残されてい

る。仮に、紙に通信・情報処理機能を付加でき

れば更なる IoTの発展が期待できる。本研究で

は、我々が既に開発をしたカーボンナノチュー

ブ (Carbon Nanotube, 以下: CNT) と紙を組み

合わせた CNT複合紙[1]の応用展開として、紙

アンテナの開発を進めている。前回の報告[2]

では、アンテナ形状の CNT複合紙について、

抵抗値、インダクタンス及びキャパシタンスの

測定を行い、アンテナのとしての要素を持つこ

とを確認した。今回は、アンテナ形状の CNT

複合紙のアンテナとしての動作を確認するた

めに電磁誘導測定を行い、アンテナとしての性

能の評価を行う。 

2. 実験方法 

 CNT分散液と紙の原料であるパルプ分散液

を混合し、それを網ですくう紙漉き法により水

分を抜く。その後熱プレス機により紙を整形し、

CNT複合紙を作製する。作製する CNT複合紙

に対して、型抜きプレスによりアンテナ形状へ

の加工を行う。アンテナ形状の CNT複合紙に

対して電磁誘導を測定し、アンテナとしての特

性、動作の評価を行う。電磁誘導の測定につい

て今回は、アンテナ形状の CNT複合紙に対し

て磁石の位置を変化させ、その際の誘導起電力

を測定するという簡易的な方法で行う。 

3. 実験結果 

 アンテナ形状の CNT複合紙に対して磁石

(20 mm×10 mm×5 mm, 350 mT) の位置を変化

させ、その際の誘導起電力を測定した結果、

磁石を近づけた際と遠ざけた際で、誘導起電

力の値の正負が反転した。この結果から、作

製したアンテナ形状の CNT複合紙において

電磁誘導が発生し、ループアンテナと同様の

動作をしていると言える。 

詳細については講演にて報告する。 
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Fig.1 Schematic and result of measurement method 

of electromagnetic induction 
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